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災害時には黄色い旗を目印に
　近い将来、発生が予測されている宮城県沖地震などの大
規模な災害が発生した場合、市内の医療機関も建物や設備
などに被害が発生し、診療ができなくなる可能性がありま
す。
　白石市医師会では、大規模な災害が発生した場合、診療
可能な診療所の玄関など目に付きやすい場所に 90 センチ
× 110 センチの大きさの「黄色い旗」を掲示します。
　大災害が発生した場合は、この旗を目印にしてください。
問い合わせ　白石市医師会　25-0882

６月12日湯原小学校で総合防災訓練
　

災
害
に
対
す
る
防
災
体
制
の
確
立
と
防
災

意
識
の
高
揚
を
目
的
に
町
長
が
本
部
長
と
な

り
住
民
、
学
校
、
消
防
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、

町
、
警
察
、
交
通
指
導
隊
、
日
赤
奉
仕
団
が

参
加
し
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
「
宮
城
県
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
５
の
地
震
発
生
、
さ
ら
に

湯
原
小
学
校
で
火
災
発
生
」
を
想
定
し
、
安

全
確
保
、
消
火
、
避
難
、
広
報
、
通
信
・
通

報
、
非
常
招
集
、
災
害
対
策
本
部
設
置
運
用
、

火
災
防
御
、
救
出
・
救
護
、
炊
き
出
し
、
交

通
規
制
、
指
揮
統
制
、
煙
中
通
過
、
行
政
防

災
無
線
に
関
す
る
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
に
参
加
し
た
み
な
さ
ん
か
ら

湯
原
消
防
団

　

「
普
段
か
ら
放
水
訓
練
は
行
っ
て
い
る
。

今
日
は
普
段
ど
お
り
で
き
た
。
地
区
住
民

の
参
加
が
も
う
少
し
あ
る
と
良
か
っ
た
。」

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

　
　

軽
可
搬
ポ
ン
プ
放
水
訓
練
を
行
っ
た
方

か
ら
「
水
を
だ
し
、
消
火
す
る
手

順
が
わ
か
っ
た
。」

湯
小
生
徒

　

「
緊
張
し
た
。
火
事
に
な
っ
て
も

消
化
器
が
使
え
る
と
思
い
ま
す
。」

湯
原
地
区
住
民
か
ら

　

「
子
ど
も
か
ら
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば

あ
ち
ゃ
ん
ま
で
訓
練
に
参
加
し
、

活
動
の
理
解
を
深
め
地
域
全
体

で
防
災
意
識
が
高
ま
る
事
が
大

事
！
」

宮城県沖地震30年以内に99％の確立で発生
　

国
の
調
査
機
関
で
は
、
宮
城
県
沖
を
震
源

と
す
る
地
震
は
平
均
で
37
．１
年
の
周
期（
海

洋
プ
レ
ー
ト
の
移
動
速
度
が
速
く
周
期
が
短

い
）
で
発
生
し
て
お
り
、
前
回
の
地
震
か
ら

31
年
が
過
ぎ
、
平
均
周
期
に
近
づ
い
て
い
る

事
か
ら
10
年
以
内
に
地
震
が
発
生
す
る
確
率

は
60
％
程
度
、
20
年
以
内
に
発
生
す
る
確
率

は
90
％
程
度
以
上
ま
で
に
上
昇
、
30
年
以
内

で
は
99
％
の
確
立
と
い
う
予
測
を
示
し
て
い

ま
す
。

七ヶ宿町地域防災計画
　

町
で
は
、
災
害
予
防
、
応
急
対
策
、

災
害
復
旧
・
復
興
対
策
を
実
施
し
、
地

域
並
び
に
住
民
の
生
命
・
身
体
及
び
財

産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
事
を
目
的
に

地
域
防
災
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
、
横
川

集
落
セ
ン
タ
ー
、
長
老
公
民
館
、
関
小

学
校
、
開
発
セ
ン
タ
ー
、
活
性
化
セ
ン

タ
ー
、
七
ヶ
宿
中
学
校
、
滑
津
公
民
館
、

峠
田
公
民
館
、
湯
原
小
学
校
、
湯
原
小

学
校
体
育
館
、
干
蒲
公
民
館
、
稲
子
公

民
館
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
て
か
ら
72
時
間

＝
３
日
間
の
水
や
食
糧
は
、
自
分

達
で
準
備
・
確
保
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
、
家
族
が
生
き
る
た
め
に

災
害
に
対
応
で
き
る
準
備
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域

の
つ
な
が
り
が
強
い
地
区
ほ
ど
安

否
確
認
が
早
か
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
災
害
時
に
地
域
で
で
き

る
事
は
何
な
の
か
、
ど
の
よ
う
に

行
動
す
べ
き
か
話
し
合
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

災害用伝言ダイヤル

災害ボランティアセンタースタッフ養成研修会開催

　災害ボランティア全般について研修会を開催します。はじめての方でもわかりやすい内

容になっております。ぜひご参加ください。

日　時：平成２１年７月２１日（火）午前１０時～午後４時

場　所：開発センター

参加費：５００円（昼食代）

申込み、問い合わせ：社会福祉協議会３７－２２７１

白石消防署七ヶ宿出張所からのお知らせ

１町内で火災が発生した場合、防災行政無線を使って全家庭へお知らせします。

２消防自動車のサイレンの音色を次のように区別しています。

　①火災出動の場合：サイレン吹鳴（ウーゥー）＋警鐘（カン・カン・カン）

　②火災出動以外の場合（消防車が救急・救助現場に出動）：サイレン吹鳴のみ（ウーゥー）

３災害発生状況確認は災害情報案内（テレホンサービス）：０１８０－９９２－１２３

総合防災訓練総合防災訓練

　災害発生時には電話がつながりにくい状況になる事が予測されます。安否確認のための

手段として災害用伝言ダイヤル「１７１」があります。毎月１日ほか防災週間等に体験す

る事ができますので、もしもに備えて伝言体験をしておきましょう。

校舎から校庭へ避難訓練

炊き出し訓練

軽可搬ポンプ放水訓練

もしもの時に備えてみんなで考えよう！

初期消火訓練

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
ら

わ
た
し
の
準
備
は

応急手当て訓練

湯原消防団、自動車部
による放水訓練


